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   原 子 力 発 電 と 原 子 兵 器  

 原 子 力 発 電 は 原 子 炉 の 炉 心 で 燃 料 で あ る ウ ラ ン

を 連 続 的 に 核 分 裂 さ せ 、 発 生 す る 熱 に よ り 発 電 す

る 。 こ の 方 式 は 、 日 本 で は 加 圧 水 型 原 子 炉 ( P W R ) と

沸 騰 水 型 原 子 炉 ( B W R ) が あ り 、 3 月 1 1 日 の 北 関 東 大

震 災 で 故 障 し た の は 福 島 第 １ 原 子 力 発 電 所 の Ｂ Ｗ

Ｒ で あ る 。  こ れ は 原 子 炉 で 約 7 0 気 圧 の 高 圧 蒸 気

を 作 り 、 蒸 気 タ ー ビ ン を 回 転 さ せ る 。 こ の あ と 蒸 気

は 復 水 器 で 冷 却 さ れ 水 に な り 、 原 子 炉 に 回 収 さ れ 、

循 環 さ れ る 。  

 原 子 炉 の 燃 料 は 濃 縮 ウ ラ ン で あ り 、 1 k g の ウ ラ ン

2 3 5 で 得 ら れ る 熱 エ ネ ル ギ ー は 約 2 . 3 × 1 0 7  k W / h  と

な る 。 原 子 炉 は 圧 力 容 器 で あ り 、 そ の 内 部 で は 軽 水 を

中 性 子 の 減 速 剤 と し て 利 用 し て い る 。  

 １ 回 の 核 分 裂 当 た り 平 均 し て 2 . 4 個 の 中 性 子 と

2 0 2 M e V の エ ネ ル ギ ー が 生 じ る 。 ま た ウ ラ ン 2 3 5 の 1 g 

が す べ て 核 分 裂 す る と 、 2 3 , 0 0 0 k W h の エ ネ ル ギ ー が 発

生 す る 。 ま た 、 核 分 裂 で で き る 中 性 子 は 高 速 中 性 子 で 、

平 均 エ ネ ル ギ ー が 2 M e V と 高 い 。  

 原 子 力 発 電 所 の 安 全 設 備 と し て 、 ① 原 子 炉 を 制 御 ・

停 止 さ せ る 、 ② 原 子 炉 を 冷 却 す る 、 ③ 放 射 性 物 質 を 閉

じ 込 め る 、 ④ 安 全 設 備 を 発 動 さ せ る 、 各 機 能 が あ る 。

ま た 、 原 子 力 発 電 所 の 事 故 に 関 し て は 、 そ れ ら の レ ベ

ル に 応 じ て 0 （ 軽 微 ） ～ 7（ 深 刻 ） ま で の 国 際 評 価 が あ

る 。  

 次 に 原 子 爆 弾 で あ る が 、 ① ウ ラ ニ ウ ム 原 子 爆 弾 ： ウ

ラ ン 原 子 核 の 分 裂 に よ る 運 動 エ ネ ル ギ ー の 解 放

（ E =Δ m ･ｃ 2）、② プ ル ト ニ ウ ム 爆 弾 ： P u 2 3 9 の 球 体 約 5 k gを

周 囲 か ら 急 速 に 圧 縮 （ 爆 縮 ） す る と 密 度 が 上 昇 し 、 中

性 子 が 効 果 的 に 超 臨 界 に 達 し 、 核 爆 発 を 引 き 起 こ す 。  

 原 子 爆 弾 は 、 広 島 型 （ リ ト ル ボ ー イ ） と 長 崎 型 （ フ
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ァ ッ ト マ ン ） が 有 名 で あ る 。 水 素 爆 弾 は 、 原 子 爆 弾 を

起 爆 剤 と し て 使 用 し 、 高 温 ・ 高 圧 縮 の 条 件 を 作 り 出 し 、

重 水 素 化 リ チ ウ ム （ L i D ） を 使 っ て 3 重 水 素 を 核 反 応

に 加 え る 。      麻 生 芳 男 （ 技 術 評 論 家 ） 講 師 の

講 演 要 約  （ 小 滝 國 雄  記 ）  


